運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能／グループホーム　しゃくじいの庭

	所在地
	練馬区　上石神井２－２０－１３

	開催日時
	令和５年５月２０日（土）１４：００～１５：３０
（令和５年度第１回）

	開催場所
	しゃくじいの庭　グループホーム食堂

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　０名、　利用者家族　６名

民生委員　０名、　地域代表　０名

知見者　１名（ディパーチャーズ・ジャパン加藤武氏）、練馬区職員　０名、その他当社職員４名

	主な議題
	１．「しゃくじいの庭」の運営状況について
２．「終末期の不安・疑問・心構えと対策」

３．参加者との質疑応答・意見交換

４．その他

	活動報告
	・小規模およびグループホームの利用・入居状況について

・職員の入退職について
・ゲストスピーカー「人生のしまい方」　添付配布
※当所からも、東京都健康長寿医療センター研究所の研究に協力した成果としての「対話型のデスエデュケーション・プログラム」の概要資料を配布し、参加者の意見交換を促した。

	出席者からの評価
	・安心してこちらに任せている。5～10年くらい、このまま維持できれば。（コロナの時は葬儀や墓についても調べたが）
・誰しも死ぬので、後悔ないよう、死ぬまでの生き方を選ばせてあげたい。

・余命の期限などがわかるのであれば有難い。それまでに幸せも作れる。「死生学」に関心があり、自分だったらどうしてほしいか、母に対している時にも考える。
・自分の生活でいっぱいで気持ちにゆとりがない。なるべく冷静に客観的に対応するしかない。

・母はもっと生きたいと思って自力で病院にも行っているが、突然最期が来るかもしれず、心の準備をしておきたい。

	要望、意見及び助言
	ゲストより
・葬儀社の仕事は亡くなってから始まるので、今日の皆さんのお話は貴重だった。死を受け止められない人は多く、また、当然毎日考えることでもない。時々、思いついた時に周りの人と話してみることをお勧めする。例えば、今日の話を家族で話すのも一つでは。

・「延命治療」について、この会で皆さんと話してみたい。

・心肺停止後の「蘇生措置」についても。

・災害時の対応についても、いつかテーマに加えてほしい。

⇒　すべて考慮したい。

	その他
	区担当課より書面にて、「5/8にcovid19は5類に引き下げられたが、高齢者の重症化リスクを考慮した感染症対策の実施をお願いしたい」との通知あり、関連した厚労省の方針について確認するよう依頼あった。

	次回の開催予定

	日時：令和５年７月１５日　土曜日　14：00～15：30

場所：しゃくじいの庭　多目的室


運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能／グループホーム　しゃくじいの庭

	所在地
	練馬区　上石神井２－２０－１３

	開催日時
	令和５年７月１５日（土）１４：００～１５：３０
（令和５年度第２回）

	開催場所
	しゃくじいの庭　グループホーム食堂

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　０名、　利用者家族　１０名（たがらの家合同開催）
民生委員　０名、　地域代表　０名

知見者　１名（宇津薬局　宇津航氏）、練馬区職員　０名、
その他当社職員６名

	主な議題
	１．「しゃくじいの庭」の運営状況について
２．「薬」
３．参加者との質疑応答・意見交換

４．その他

	活動報告
	・小規模およびグループホームの利用・入居状況について

・職員の入退職について
・ゲストスピーカー「お薬について」
※パワポ資料に加え、当所から、認知症の薬や、高齢者の生活上の薬の課題など、参加者からの具体的な相談などを求め、意見交換を促した。

	出席者からの評価
	・薬局の担当者が変更になると引継ぎが不安。　⇒　薬局によるが、介護保険上の訪問薬局の仕組みも一考の余地あり。
・漢方などが入手しにくくなっている？　⇒　コロナ以降、製造体制の問題から、まずジェネリック薬が不足し始め、今は漢方にも及んでいる。

・医師がなかなか認知症の薬を出さず、飲み始めたらすぐに暴力的になった。

・最初のクリニックでメマンチンが処方されたが、別の医師が中止した。当該薬は中等度以上との情報もあるが、薬の順番もあるのか？

・認知症の薬は飲ませたことがなく、考えたこともなかった。
⇒　認知症については、中核症状用としては3～4種類だが、BPSD用には20種類以上使われている。使い方もすべて、ご本人の症状による。精神系の薬のため、内科の医師は不得意な場合もあるかもしれない。当所でも、訪問薬剤師が訪問診療医に提案して落ち着いたケースがある。

・自分としては、内臓疾患などの治療はもう積極的ではなく、薬も減らしていきたいが、共同生活に支障があるようであれば、そのための薬は仕方がないと思っている。
⇒　高齢者には”ポリファーマシー”の問題も多く、残薬についても薬剤師に相談してほしい。

・薬、医療については、その家庭の文化（継承される教育）のような側面があり、払拭するには専門家の意見を聞くことが必要だと思う。

	要望、意見及び助言
	

	その他
	

	次回の開催予定

	日時：令和５年９月１６日　土曜日　14：00～15：30

場所：しゃくじいの庭　多目的室


運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能／グループホーム　しゃくじいの庭

	所在地
	練馬区　上石神井２－２０－１３

	開催日時
	令和５年９月１６日（土）１４：００～１５：３０
（令和５年度第３回）

	開催場所
	しゃくじいの庭　グループホーム食堂

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　０名、　利用者家族　７名

民生委員　０名、　地域代表　０名

知見者　０名、　練馬区職員　０名、　その他　職員３名

	主な議題
	１．「しゃくじいの庭」の運営状況について
２．「当所における医療的観察のポイントについて」
※「虐待と拘束」についても、当所方針を説明し意見交換
３．参加者との質疑応答・意見交換
４．その他

	活動報告
	・小規模およびグループホームの利用・入居状況について

・職員の入退職について
・「虐待と拘束」について定義と当所の基本方針を説明：小規模では、在宅生活の中での虐待につながりそうな予兆を見極める目なども重要。GHでは、共同生活を維持するための行動制限なども考えざるを得ない場合もあり得るが、虐待や権利侵害にならないような関係者間の情報共有が不可欠。
・「当所における医療的観察のポイントについて」：参考資料を提示し、医療との連携の基本となる介護（生活）上の視点を説明（例えば、肩に水泡ができれば、褥瘡やヘルペスなど、多方面から可能性を疑い、生活の状態を再確認する　など）

	出席者からの評価
	・クモ膜下出血や脳梗塞が怖い。⇒　歩行や食事、発語など、日々の動作や状態から情報を集める。他にも、例えば、排便も、介助技術の側面だけでなく、内臓疾患や認知症悪化の要因など、さまざまなバロメータにもなる。それも踏まえ、薬だけでなく、乳酸菌飲料や食物繊維、食べる姿勢なども調整を検討する。

・尿路感染は男女ともになるのか？⇒　男性は前立腺肥大、女性は衛生管理なども要因となる。排尿の量や回数の変化もバロメータになる。

・健康診断を予定しているが、ガン健診も必要か？

・認知症の本人は検便もできず、今年は健診はやめた。

⇒　認知症の場合、検査できるかどうか？その後の治療を望むか？なども見通して検討する必要があるのでは。
・自分は、何らかの身体的な症状が出た時に原因を想定するため、母の基本的な状態は知っておきたい。治療するかどうかは別として。

	要望、意見及び助言
	・介護職員も資料にあるような専門用語を使うのか？⇒　基本的には医療用語であり、介護職は生活に則した平易な言葉を使うよう心掛けている。特に家族に対しては。ただ、医療との連携の中で知っている必要もあり、学習は推進している。
・小規模多機能は最期まで看てくれるのか？⇒　在宅での看取りこそ、医療との連携が重要であり、ご本人あるいはご家族の意向に基づいて、訪問診療や訪問看護の専門職とともに可能なことを整理した上で、それがご家族の希望に沿うものである場合に可能となる。ＧＨも含め、実績も多いが、その実現の可否は個別のケース次第である。

	その他
	・区担当課より書面にて、引き続き、感染症対策の実施について依頼あるとともに、熱中症対策について、健康推進課YouTubeチャンんる「ねりま健康ちゃんねる」の紹介あった。

	次回の開催予定

	日時：令和５年１１月１８日　土曜日　14：00～15：30

場所：しゃくじいの庭　多目的室


運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能／グループホーム　しゃくじいの庭

	所在地
	練馬区　上石神井２－２０－１３

	開催日時
	令和５年１１月１８日（土）
（令和５年度第４回）

	開催場所
	しゃくじいの庭　グループホーム食堂

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　０名、　利用者家族　５名、
民生委員　０名、　地域代表　０名、　知見者　０名、
練馬区職員　０名、その他　職員　３名

	主な議題
	１．「しゃくじいの庭」の運営状況について
２．「今さら聞きにくいけど、聞きたいこと」（自由提起）
３．参加者との質疑応答・意見交換
４．その他　　事務連絡　等

	活動報告
	・小規模およびグループホームの利用・入居状況について

・職員の入退職について
・特定のテーマではなく、日頃疑問や不安に思っていることなど、自由に質問していただき、質疑応答や意見交換を行った。

	出席者からの評価
	＜延命治療について＞
・延命治療と緊急時の蘇生措置の違いについて説明した上で、延命治療の開始について事前の検討を推奨。安楽死と尊厳死の違いも説明。
⇒本人の意向確認が重要で、家族が判断するのは困難。
⇒認知症があっても「はい・いいえ」「好き嫌い」は意見表明できると考えており、尊重したいと思っている。
＜”次”に利用できる施設機能について＞
・小規模やGHに所属する看護師の役割と医療処置を望まないときの看取りとの関係について説明。当所ではエンドオブライフケアとして、晩年の過ごし方を支えている。
⇒もう一人の親を自宅で看取り、こういうものだと思ってやったので大変だとは感じなかったが、長くないと分かっていたからできたのかもしれない。

	要望、意見及び助言
	＜季節の行事について＞

・楽しい晩年のため、どんなイベントをやっているのか？

⇒コロナ中は内部だけで行ってきた。地域に開いたイベントは感染対策を踏まえた修正の上、再開を検討中。

	その他
	

	次回の開催予定

	日時：令和６年１月２０日　土曜日　14：00～15：30

場所：しゃくじいの庭　多目的室


運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能／グループホーム　しゃくじいの庭

	所在地
	練馬区　上石神井２－２０－１３

	開催日時
	令和６年１月２０日（土）
（令和５年度第５回）

	開催場所
	しゃくじいの庭　多目的室

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　０名、　利用者家族　５名、
民生委員　０名、　地域代表　０名、　知見者　１名（特別養護老人ホーム秋月　藤井介護課長）、練馬区職員　０名、
その他　職員　４名

	主な議題
	第一部「しゃくじいの庭」の運営状況について
・参加者との質疑応答・意見交換
・その他　　事務連絡　等
第二部「さまざまなタイプの施設の特徴」
※「介護まなべるサロン」として開催
・参加者との質疑応答・意見交換

	活動報告
	・小規模およびグループホームの利用・入居状況について

・職員の入退職について
・ゲストスピーカー「特別養護老人ホーム秋月」について資料配布。特養の機能についての説明と「秋月」の具体的な紹介を頂いた上で、有料老人ホーム、サ高住、老健ならびにGHなど、他のタイプの施設についても情報を提供し、質疑応答と意見交換を行った。

	出席者からの評価
	・運営の仕方に幅のある有料とサ高住は違いがわかりにくい。基本的に金額の差は人員配置とサービスの質量に関わると理解できた。
・サービス質の向上が求められる中、事業所間の競争が激しくなっており、また、職員の確保も厳しいことがよくわかった。
⇒地方部だと、医療との関わりが密接な介護事業所が残る可能性があるかもしれない。
・特養も、以前は待機者数が話題に上ったが、現在は量的には充足してきており、希望する側が施設を選んでいる傾向がある。

	要望、意見及び助言
	

	その他
	

	次回の開催予定

	日時：令和６年３月１６日　土曜日　14：00～15：30

場所：しゃくじいの庭　多目的室


運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能／グループホーム　しゃくじいの庭

	所在地
	練馬区　上石神井２－２０－１３

	開催日時
	令和６年３月１６日（土）
（令和５年度第６回）

	開催場所
	しゃくじいの庭　多目的室

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　０名、　利用者家族　２名、
民生委員　０名、　地域代表　０名、　知見者　０名、
練馬区職員　０名、その他　職員　２名

	主な議題
	第一部「防災」
※２事業所統一テーマ

第二部「しゃくじいの庭」の運営状況について
※２事業所別の開催（今回の出席者はGH家族のみ）
・参加者との質疑応答・意見交換
・その他　　事務連絡　等

	活動報告
	・当所の防災・災害対策の考え方を説明した上で、“避難リュック”の準備への協力をお願いし、質疑応答と意見交換を行った。※当所BCPと区防災パンフを参考にしながら
・小規模およびグループホームの利用・入居状況について

・職員の入退職について

	出席者からの評価
	・発生直後の安全確保について理解したが、その上で家族への連絡方法は？一斉に送る仕組みなどはあるのか？
⇒災害発生時には災害伝言ダイヤルの活用を想定しているが、火災など、当所の機能消失時には「たがらの家」が情報連絡の起点になる。連絡先リストは定期的に更新している。
・水とアルファ米などは備蓄しているが、その他に、ご本人の状態に合わせた水分や食品なども適量を”リュック”に備えていただきたい。具体的に各ご家族と一緒に考えたい。
⇒保険証情報やおむつ／パッド類、常備薬等も入れるのか？
⇒そうした意見や指摘がありがたい。非常時の管理を考慮した日常の管理の仕方について検討し、また報告／提案したい。こうしたプロセスを通じて、意識を共有することが重要。
・練馬区内には福祉施設が横に連携した自衛消防連絡会があり、当所も近隣の特養と非常時の協力内容について共有している。

	要望、意見及び助言
	

	その他
	・運営指導を踏まえ、今後は２事業所別に協議できる時間設定を行う。

	次回の開催予定
	令和６年度　開催日程は未定。


